
 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年亀岡市議会定例会１２月議会一般質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市議会 



質問方式

１２月　９日（月） 10:00～ 1 浅田　晴彦 一問一答

10:45～ 2 木村　勲 一問一答

13:00～ 3 大西　陽春 一問一答

13:45～ 4 冨谷　加都子 一問一答

14:45～ 5 土岐　新 一問一答

１２月１０日（火） 10:00～ 6 法貴　隆司 一問一答

10:45～ 7 平本　英久 一問一答

13:00～ 8 原野　実生子 一問一答

13:45～ 9 片山　輝夫 一問一答

14:45～ 10 林　徹司 一問一答

15:30～ 11 竹内　博士 一問一答

１２月１１日（水） 10:00～ 12 小川　克己 一問一答

10:45～ 13 大塚　建彦 一問一答

13:00～ 14 山木　裕也 一問一答

13:45～ 15 三上　泉 一問一答

14:45～ 16 山本　由美子 一問一答

15:30～ 17 小林　仁 一問一答

１２月１２日（木） 10:00～ 18 大石　慶明 一問一答

10:45～ 19 福井　英昭 一問一答

13:00～ 20 梅本　靖博 一問一答

13:45～ 21 松山　雅行 一問一答

休憩　　

【注意】

質問者の日程については予定であり、議事の進行により変更する場合が

あります。ご了承ください。
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人
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人
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開催日及び開始予定時間 質問者

個
人
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令和６年亀岡市議会定例会１２月議会 一般質問通告書 

 

番

号 

質問者 

質問日時 
質問事項 質問要旨 答弁者 

1 浅田 晴彦 

12 月 9 日(月) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 災害避難所

の整備について 

 

 

 

 

 

 

２ 保育士確保

の取組について 

 

 

 

 

 

３ 亀岡市の学

校教育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ マンホール

を活用した取組

について 

 

 

 

 

 

５ 熱気球のイ

 現在、各小中学校の体育館は災害発生時の避難

所として指定されている。今後、災害発生時に車

で避難される人も多く、車中泊避難になる傾向が

強くなると考える。 

（１）災害発生時に車中泊避難されたときの対策

として、各小・中学校のグラウンドに照明器

具を設置してはどうか。 

 

これまで、保育士を確保するため、大学や専門

学校に向けて本市から積極的に情報共有や連携

を図り構築されてきた成果について問う。 

（１）現在、来年度に向けてどの程度前進できて

いるのか。 

（２）来年度の保育士の確保見込数は。 

 

近年、不登校児童生徒が年々増加している亀岡

市においても、早急に対応していくように先日も

総務文教常任委員会から、市長、教育長へ提言書

を提出したところであり、教育環境の重要な問題

であると考える。 

（１）毎年、教育長と教育委員会が不登校問題の

取組目標やテーマなどについて、その思いを

強く発信する時間をつくる考えは。 

 タブレット端末を活用した授業が増えること

による各小中学校の児童生徒への影響について

対策や考えを問う。 

（２）テストや宿題（長期休暇宿題）で生成ＡＩ

の引用により「同じ回答」の増加が懸念され

るが対策や考えは。 

 携帯電話やタブレット端末の長時間使用によ

る、視力の低下が増加している。 

（３）近年、近視の児童生徒が増加傾向にあるが、

現状対策と今後の取組は。 

 各小学校及び義務教育学校に寄贈された文房

具や備品の取扱い方法について問う。 

（４）メジャーリーガー大谷翔平選手から贈られ

たグローブの使用や管理状況は。 

 

亀岡市内で、明智かめまるのマンホールが製作

されてきているが、今後の観光客に向けた取組に

ついて問う。 

（１）任天堂のポケットモンスターのマンホール

「ポケふた」を活用して、亀岡市の観光名所

をつくり集客力向上を目指す検討をしてみ

てはどうか。 

 

亀岡市において、来年で３回目となる京都・亀

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 
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ベントについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡バルーンフェスティバル２０２５の開催が予

定されている。日程や規模はどのくらいになるの

か問う。 

（１）これまで京都・亀岡バルーンフェスティバ

ルは２回実施され、天候不良により、中止に

なった熱気球のイベントがあった。来年の実

施予定日と実施内容は。 

（２）京都・亀岡バルーンフェスティバル実行委

員会で協議も行われる安全対策や警備問題、

イベント情報などの発信はどのように進め

ていくのか。 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 木村 勲 

12 月 9 日(月) 

10：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 育親学園の

新校舎建設につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 旧亀岡町内

の町並み整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

３ 亀岡市内の

公園管理につい

て 

 

 

 

４ 道交法改正

と自転車保険に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月議会で、育親学園の新校舎の建設

完成は令和８年３月の予定であったが、先日、地

元で１年遅れるとの説明会が開催されたと聞く。

今後の建設計画について問う。 

（１）入札はどうなっているのか。 

（２）建設内容の変更は。 

（３）自校式給食の内容変更は。 

（４）建設中にグラウンドが使えないことに対 

する対策は。 

（５）建設中の防音対策は。 

（６）道路から学校へ上がる階段の改修は。 

 

令和６年１１月２３日付京都新聞朝刊に柳町

会議所(旧馬場家住宅主屋)が国登録有形文化財

(建造物)に登録されたとあった。今後の町並み整

備について問う。 

（１）建造物の保存に対する規制は。 

（２）修理・改修の補助費は。 

（３）固定資産税・都市計画税等の減免優遇措置

は。 

（４）今後の町並み整備計画は。 

 

亀岡市内には都市公園や開発公園がある。管理

体制の違いと今後の管理計画について問う。 

（１）都市公園と開発公園の違いは。 

（２）改修・修理等負担金は。 

（３）今後の住民との対策は。 

 

昨今、自転車事故が増えるなかで今年１１月か

ら「ながらスマホ」の厳罰強化、「酒気帯び運転」

が新たに罰則対象となった。また、京都府では、

平成３０年４月１日から自転車保険加入が義務

化している。そこで本市の取組について問う。 

（１）市内における１１月以降の罰則適用違反者

の検挙数は。 

（２）本市の対策は。 

（３）職員の自転車通勤者数と保険加入率は。 

（４）市内中学生の自転車通学者数と保険加入率

は。 

（５）市内の自転車事故における重傷事案の発生

件数は。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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3 大西 陽春 

12 月 9 日(月) 

13：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 健康保険証

の廃止について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校給食の

実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ＪＲの駅の

安全対策につい

て 

 

２０２４年１２月２日に、現行の健康保険証の

新規発行が停止となる。亀岡市国民健康保険の被

保険者や後期高齢者医療制度の被保険者への対

応について問う。 

（１）国民健康保険加入者と後期高齢者医療制度

加入者のマイナ保険証の取得率は。 

（２）マイナ保険証の利用率は厚生労働省の調べ

によると、国民全体で１３．８７％と低い。

亀岡市の国民健康保険加入者のうち、マイナ

保険証を取得され、医療機関で使用された方

の利用率は。 

（３）マイナ保険証の利用登録率に比べて利用率

が低いことについての所見は。 

資格確認書の発行について問う。 

（４）国民健康保険の全ての被保険者に資格確認

書を交付するのか。 

（５）資格確認書は申請なしに交付するとしてい

るが、申請なしに発行するのはいつまでか。 

（６）資格確認書の有効期限は５年が最長と聞く

が、亀岡市が発行する資格確認書の有効期限

は。 

（７）現行の健康保険証の廃止により、医療現場

において混乱が予想されるが、市立病院では

その事態に対してどのように考えているの

か。 

 

亀岡市は今、学校給食基本計画を業務委託によ

り策定中である。基本計画の中間報告について問

う。 

（１）委託業者から亀岡市学校給食基本計画の中

間報告は出されたのか。 

（２）「給食実施方式の検討」や「学校の現地調

査」はされたか。 

（３）今年度内に報告を受けて、学校給食実施ま

での今後のスケジュールは。 

「より良い学校給食を求める会」が行ったアン

ケート調査によると、市民からは子どもファース

トを宣言した亀岡市において、中学校給食を早く

実施して欲しいとの強い願いがある。 

（４）保護者や子どもなどの市民の願いを酌み、

学校給食を実施されたいが、所見は。 

（５）文部科学省の「学校給食衛生管理基準」に

よれば「調理後２時間以内に喫食」とある。

１箇所の給食センターで８，０００食調理す

ることとなれば問題が生じるのではないか。 

（６）次に整備を計画する給食調理場に炊飯施設

を造る考えはないか。 

 

ＪＲ西日本は、２０２４年１１月からＪＲ千代

川駅などにおいて営業体制の変更を行っている。

利用者の安全対策などについて問う。 

（１）終日係員が不在となっている駅では、冬季

市長 

病院事業管理者 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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はホームに雪が積もったり凍結したりする

こともこれまでにあり、安全が確保されるか

心配との声を聞くが、市としてはどのように

考えているのか。 

（２）係員が不在の駅では、トイレの清掃や駅の

安全対策はどのようになっているのか。 

（３）係員不在の駅の利用者は、新規に定期券を

購入する時はどのようにしているのか。 

（４）障がいのある人への安全確保は特に重要で

あるが、関係団体と安全対策について調整は

されているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 冨谷 加都子 

12 月 9 日(月) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

1 シニア世代

の社会参加につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 女性の健康

施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢にかかわらず、希望すれば安全に働ける就

労環境の改善や福祉ボランティアなど社会活動

に参加しやすい体制の整備に期待する。 

（１）「生きがい就労」である亀岡市シルバー人

材センターの就労状況について問う。 

①会員数、平均年齢、男女比、受注件数は。 

②直近の①の傾向について所見は。 

③今後、高齢化に見合った就労創出などの支

援強化を期待するが所見は。 

（２）高年齢者等の雇用の安定等に関する法律の

一部が改正され、定年延長が努力義務とされ

た。現在、「在職老齢年金制度」の適用基準

額引き上げが検討される中、本市では就労促

進に向けた取組はあるのか。 

（３）地域社会を支える人材を育成するため、高

齢期を見据えたリスキリング(学び直し)や

研修が必要であると考えるが、市としての実

施状況はどうか。 

（４）ひとり暮らしの高齢者や認知症の方が増加

する中、地域で孤立しがちな人たちを支える

きめ細やかな支援策が必要である。介護予

防・日常生活支援総合事業を機能させ、地域

のニーズと近隣に住んでおられるシニア世

代が活躍できる場をマッチングすることを

支援する考えは。 

 

女性の社会進出が増加している中、妊娠・出

産・育児などのライフイベントを通じて働き続け

ることは重要である。女性ホルモンは体調の変化

に大きく影響し、特に、更年期障がいや月経困難

症、貧血などの症状で悩む方は多く、女性特有の

健康問題の対処は大きな課題となっている。その

ためにも、職場環境を整備し、ウェルビーイング

の向上を期待する。 

（１）「生理休暇」制度や妊娠・出産後の母性健

康管理措置などの休暇が取得しやすくなる

よう市民に周知・啓発を行っているのか。 

（２）更年期の女性を守り支える対策として、対

象年齢の健康診断に「簡易更年期指数(ＳＭ

Ｉ)のチェックを導入できないか。 

（３）健康上の課題を抱える女性も働きやすい環

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 不登校への

対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境とするため、健康維持に向けた意識啓発、

社会の認識を深める学びの機会や相談体制

の整備は行われているのか。 

 

不登校の児童生徒数が過去最多を更新してい

る。児童生徒一人一人に寄り添った対策や保護者

を支える体制の強化が必要である。誰一人孤立さ

せない環境の整備を期待する。 

（１）亀岡市みらい教育リサーチセンターでの適

応指導教室は、不登校児童生徒の貴重な学び

の場として機能している。 

①適応指導教室と不登校児童生徒が通う学

区内の学校を連携させる職員は定まって

いるのか。 

②適応指導教室の待機児童生徒は、存在する

のか。 

③適応指導教室の生徒で、学校に復帰した生

徒の状況は。 

（２）病気療養をはじめ、学びたい児童生徒が学

ぶ機会を確保するため、学校は不登校児童生

徒が安心して十分に教育を受けられるよう、

学校の環境整備を図る必要がある。事情によ

り自宅学習を望む児童生徒に対し、どのよう

に授業内容を共有しているのか。 

（３）学校間での不登校対応の格差をなくすた

め、本市に不登校対応学習マニュアルはある

のか。 

（４）発達障がいがある児童生徒の対応にあたっ

ては、ある程度の専門性を要するが、発達障

がいの特性や対応などを学ぶ研修の場はあ

るのか。 

（５）不登校児童生徒の保護者は、孤立感や様々

な精神的負担を抱えやすい状況におかれて

おり、不登校対策として、不登校児童生徒を

支える保護者を支援していく必要性も高ま

っている。相談支援として、学校や行政の窓

口以外に、安心して情報共有やアドバイスを

受けられる居場所はあるのか。 

 

 

 

 

 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 土岐 新 

12 月 9 日(月) 

14：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 公共交通に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、多くの方から問われている公共交通の課

題等の解決に向けて問う。 

（１）本市が行っている地域主体型交通に対する

支援や補助の内容は。 

（２）地域主体型交通の拡充に向け、本市の考え

は。 

（３）万が一、事故が発生した場合の対応や自動

車保険等を本市で管理、支援ができないか。 

 次に、第４３回全国都市緑化フェアｉｎ京都丹

波に向け、さらなる公共交通の拡充や発展へと前

進させるための環境づくりが大切である。あわせ

て、緑化フェアと連動し、取り組む必要がある。 

（４）ＪＲ山陰本線の復便についてＪＲ西日本と

の協議状況は。 

市長 

所管部長 
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２ 教育につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）亀岡市コミュニティバス、ふるさとバスの

延伸や経路変更等、現在、協議していること

は。 

本市の公共交通について、真剣に取り組むなら

ば、庁内の体制を整え直す必要があると考える。 

（６）令和２年度まで、まちづくり交通課があっ

たが、令和３年度に桂川・道路整備課と統合

され、桂川・道路交通課となった。その理由

は。 

（７）現在、主に公共交通業務を担当している職

員数は。 

（８）職員の負担、働き方改革の観点から、新た

に公共交通に特化した課を設置しては。 

 

現在、日本の学力は国際的にみても上位である

が、活字離れ等により読解力が低下傾向にある。

児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善

が必要であり、教職員の育成が大切であると考え

る。 

（１）本市が目指す「学びつづける教員像」の確

立とは。 

（２）優れた教職員の育成、確保のため、学び続

ける教員を持続的に支援するために改革が

必要であるが、京都府教育委員会へ要望、協

議は可能であるか。また、すでに目指す方向

は明確であるか。 

 近年、特別支援学級数が増加するなか、かめお

か乳幼児教育センターの開設についての条例案

が上程されている。就学前には教育支援委員会と

慎重な連携が必要だと考える。 

（３）１０年先の特別支援学級数は、増加してい

る見込みか。 

（４）特別支援学級の児童・生徒に対する教育方

針は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 法貴 隆司 

12月10日(火) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 投票率の向

上について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投票率の向上は、地域住民の意思を正しく反映

し、民主主義を健全に機能させるために不可欠で

ある。近年、亀岡市でも低投票率が課題となり、

特に若年層の投票率が低迷している。市民の政治

への関心を高めることで、より多様な意見が政策

に反映され、住民全体の利益が守られる社会を実

現できると考える。 

（１）投票率について本市の分析は。 

（２）低投票率が課題となっている年齢層と地域

は。 

（３）本市が実施している投票啓発活動にはどの

ようなものがあり、どの程度効果を上げてい

るのか。 

（４）若年層の政治参画を促進するため学校教育

やＳＮＳを活用した取組を推進してはどう

か。 

（５）移動式期日前投票所の導入を検討してはど

うか。 

市長 

所管部長 

選挙管理委員長 
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２ 災害対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

３ 安全・安心

なまちづくりに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 緑化フェア

ｉｎ京都丹波に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

（６）将来的に電子投票を導入する可能性は。 

（７）重度の障がいがある方や、病気の方への対

応は。 

（８）亀岡市内の選挙ポスター掲示板の数と設置

場所について所見は。 

 

防災対策は、災害が発生した際に被害を最小限

に抑え、人々の生命、財産、社会インフラの保護

を図るために必要不可欠である。 

（１）災害時用移動式ランドリーカーの導入を検

討してはどうか。 

（２）消防団の分団長経験者で防災士を取得した

人数は。 

 

事故や犯罪を未然に防ぐことは、住民の安全と

安心を守り、社会全体の秩序を維持するために重

要である。 

（１）曽我部町南条郵便局前の交差点が点滅信号

から常時青信号に変更になったことで、国道

４２３号への進入が困難になったとの意見

が地元からあるが元に戻せないか。 

（２）令和７年度予算編成方針に、防犯カメラの

設置の強化推進とあるが具体的にはどのよ

うに強化を図るのか。 

（３）本市における再犯防止に向けた取組に対す

る所見は。 

 

 我々の住む京都丹波地域は自然豊かで、日本の

原風景ともいえる素晴らしい景観がある。令和８

年開催予定の第４３回全国都市緑化フェアｉｎ

京都丹波では、京都丹波を広く全国に発信する機

会とし地域全体を盛り上げる必要がある。 

（１）フェア拠点となる亀岡運動公園及び周辺の

主な整備計画は。 

（２）開催に向け、市民の緑化に対しての機運を

どのように醸成していくのか。 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 平本 英久 

12月10日(火) 

10：45～ 

 

※一問一答 

 

１ プラントベ

ースフードにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子育て支援

の拡充について 

 

 

本市は、京野菜の産地として数々の農作物を生

産し、近年では有機野菜の生産者育成などにも積

極的に取り組んでいるが、今回の補正予算に計上

されているプラントベースフードについて問う。 

（１）プラントベースフードとは具体的にどの 

ようなものなのか。 

（２）プラントベースとヴィーガンの相違点は。 

（３）今後、プラントベースフードを活用し、ど

のような取組を行うのか。 

（４）本市として、プラントベースフードを基軸

に目指す成果や未来像は。 

 

本市は、子どもファースト宣言を行い、こども

医療費助成１８歳までの拡充と無償化、ＫＩＲＩ

ｎｏＫＯやかめまるランドなど、子どもたちの遊

び場の整備など、積極的に子育て施策を行ってき

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 有害鳥獣対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 環境先進都

市としての取組

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 交通弱者の

支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たが、本市の考える子育て支援の在り方について

問う。 

（１）ＫＩＲＩｎｏＫＯ及びかめまるランドの利

用状況は。 

（２）本市で活動されている子育て支援団体と連

携を図れているのか。 

（３）今後の子育て支援団体との連携強化につい

て、どのように考えているのか。 

  

農業は、本市にとって重要な産業であるが、全

国的にも問題となっている有害鳥獣による被害

について問う。 

（１）本市における被害状況は。 

（２）有害鳥獣の捕獲や駆除の状況と成果は。 

（３）現状の課題や今後の対策についての考え

は。 

（４）農林水産省の制度である農作物野生鳥獣被

害対策アドバイザーの招致や登録を推奨す

る考えは。 

 

本市は、環境先進都市を目指し、エコウォーカ

ー事業の創設をはじめ、多くの民間企業と「かめ

おか未来づくり環境パートナーシップ協定」を締

結するなど、様々な取組を行ってきたが、これま

での事業の実績と目指す都市像について問う。 

（１）ＪＲ亀岡駅北に整備されたサーキュラーか

めおかラボの利用状況は。 

（２）令和６年１０月から始まった使用済み家庭

用食用油の拠点回収とはどのようなものか。 

（３）本市は、株式会社カインズと「かめおか未

来づくり環境パートナーシップ協定」を締結

し、家庭で不要となった土の回収を行ってい

るが、現状と実績はどうか。 

（４）これまで行ってきた事業の検証結果や課題

について、どのように考えているのか。 

 

全国的に課題となっている、免許を返納された

高齢者をはじめとした交通弱者の支援及び高齢

者の見守りについて問う。 

（１）本市における買物困難者など（食品アクセ

スの確保）の現状はどうか。 

（２）検証したことで見えてきた課題や解決に向

けた取組は。 

（３）民間事業者の協力のもと、高齢者の見守 

りを行っているが、現状と実績はどうか。 

（４）今後、どのような取組を行っていくのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 原野 実生子 

12月10日(火) 

13：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市立病院の

小児科について 

 

 

 

 

全国的な医師不足で、人材の確保が難しい中、

市立病院では小児科医を増員していただいた。近

年はコンビニ受診などの要因から、市内の小児科

医院は長時間の待機が必要となっており、保護者

や患者である子どもたちの負担も大きく、夜間診

療の開設を待ち望んでいた子育て世代もいた。 

市長 

病院事業管理者 

所管部長 
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２ 第２子以降

保育料無料化に

ついて 

 

 

 

 

 

 

３ 子育て環境

について 

 

 

 

 

 

 

４ コロナワク

チンの定期接種

について 

 

 

 

 

 

 

 

５ 新文化施設

について 

 

 

 

 

 

 

 

（１）新しく夜間診療を開設した経緯と診療内容

は。 

（２）急遽受診された場合、初診選定療養費は必

要なのか。 

 

 ベビーシッターとして本市で活動されている

方は、認可外保育所という位置づけになる。 

（１）第２子以降保育料無料化事業の対象に、認

可外保育所を追加できないか。 

（２）令和６年９月議会で取り上げた、こども家

庭庁ベビーシッター派遣事業割引券の制度

について、亀岡市内の企業などに向けた、具

体的な広報などを検討しているのか。 

 

 近年、子どもファーストを宣言する本市に移住

する方や子育て施設を利用する方が多く見受け

られる。 

（１）市庁舎やガレリアかめおかなど、市内の公

共施設に設置されている授乳室に、搾乳や母

親が一人で利用できるという表示はできな

いか。 

 

１０月３日から、コロナワクチンの定期接種に

おける費用免除手続きが開始されている。 

（１）費用免除の対象である非課税世帯の判断基

準日は１月１日である。現在のシステム上、

市民が費用免除手続きのために窓口に来ら

れた際、税の状況を確認することは可能か。 

（２）１月１日以降に非課税世帯となった方で

も、現在の税の状況によっては、費用免除の

対象とすることはできないのか。 

 

 本年５月の総務文教常任委員会で「新文化施設

建設に係る調査設計業務 施設整備方針案」など

について行政報告が行われた。 

（１）新文化施設整備計画の現状は。 

（２）今後の整備に向けて委員会などを立ち上げ

る際、長年にわたって文化に親しんでこられ

た市民を委員として選出することは可能な

のか。 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

9 片山 輝夫 

12月10日(火) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 市内事業者

への発注機会に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市公契約要綱には市内事業者への発注に

努める旨が明記されているが、市内建設事業者か

らは発注件数が少ないため、経営状況は厳しいと

の声があり、発注機会増について問う。 

（１）育親学園の新校舎建設が大幅に遅れてお

り、令和８年度竣工が困難になった。これま

で、１回目・８月６日の入札において、参加

者なし、２回目・９月５日は辞退と、いずれ

も新校舎建設工事の入札は取止め・不調とな

り、いまだ建設事業者が決まらない事態にな

っている。 

①なぜこのような結果になったと認識して

市長 

教育長 

所管部長 
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２ ＯＩＣＫの

運営について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域公共交

通の充実につい

て 

 

 

 

 

 

いるのか。 

②本工事の発注見通しでは、第３四半期に入

札予定となっているが、今後のスケジュー

ルはどうなるのか。 

③亀岡川東学園新校舎建設工事では、工事内

容を分割して、市内建設事業者に発注でき

るよう配慮されたと聞いている。育親学園

新校舎建設工事の発注内容を見直す考え

はないのか。 

（２）民間活用手法としてＰＦＩ手法は、近年、

発注しても応募事業者がない、また事業者の

破綻などのケースも増加している。さらに設

計・建設・維持管理・運営まで一括発注のた

め、ほとんど大手企業が受注し、地域経済へ

の貢献が乏しい点も指摘されている。 

①地元事業者は、災害対応、除雪や融雪剤散

布、道路維持管理作業など、市民生活の安

全安心に大きく貢献しているが、市として

その役割をどう認識しているのか。 

②ＰＦＩ手法を採用することなく、従来から

の入札方法により、市内事業者の受注機会

の増加となるように検討する考えはない

か。 

 

産学公連携事業のオープンイノベーションセ

ンター・亀岡（ＯＩＣＫ）は、次代を担う人材の

育成を図るとともに、先端技術による産業イノベ

ーションやバイオ技術による農業の高付加価値

化を支援し、地域経済の活性化と日本経済の持続

的な発展に貢献することが目的となっている。令

和４年度・令和５年度で予定していた施設整備を

完了し、令和６年度は運営経費の補助を行い、既

に総額で３億７千万円を支出している。 

（１）本事業で整備された施設を活用して、具体

的に実用化される産業イノベーションはあ

るのか。 

（２）地元企業や農業者から技術相談や起業相談

はこれまで何件あったのか。 

（３）次世代スマートアグリ研究施設を活用し

て、どのように地域農業の高付加価値化を支

援するのか。 

（４）令和８年度以降自立的運営に移行する予定

だが、施設使用料や講演料等の収入が少ない

現状の中、円滑な運営はできる見込みか。 

 

地域公共交通の充実に寄せる市民の期待は大

きい中、交通権または移動権の保証は全国的にも

大きな課題になっている。日本共産党議員団は市

内全域に便利な公共交通の実現を求めている。１

０月９日には「利用しやすいバス交通を求める大

井の会」の呼びかけ人の皆さんが大井町内の有権

者の約２１％にあたる１，５２２名を含む１，８

２３人の署名を携え、市担当部局と懇談をされ、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ 開発公園整

備事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私も同席し切実な声を聞いた。 

（１）自家用車を運転できない町民は、日常の市

役所への移動、買物、通院、イベント参加な

どに不便を感じている。市内ＪＲ４駅の中

で、バス路線でＪＲ亀岡駅と接続していない

のはＪＲ並河駅だけであり、ＪＲ亀岡駅に接

続する大井町内のコミュニティバスの試行

的運行を始める考えはないか。 

（２）大井町で地域主体型交通を運行する場合、

公共交通不便地に準ずる地域として、補助制

度に該当するが、車両運行を支えるボランテ

ィアスタッフの確保や円滑な運営を支える

事務局体制が不可欠であり、その取組は容易

ではない。交通弱者の高齢者人口が多いこの

ような地域での市民の移動権をどのように

保証するのか。 

 

 多くの開発公園は建設以来４０年から５０年

が経過し、維持管理に多額の経費を要する修繕・

更新時期を迎え、地元区ではその対応に苦慮して

いる。亀岡市開発公園整備事業補助金交付要綱で

は、補助金の額は、補助対象経費の２分の１以内

（ただし、２０万円を超える場合は２０万円）の

額とし、算出額に、１，０００円未満の端数を生

じた場合は、これを切り捨てるものと規定されて

いる。補助対象事業となる開発公園の維持修繕事

業費は、最近の物価高に影響を受け大幅に高騰し

ている。 

（１）補助上限額２０万円を撤廃する考えはない

か。 

（２）撤廃が難しいなら、補助上限額を大幅に見

直すべきでないか。 

（３）開発公園は亀岡市の財産であることから、

補助率についても準市道における補助金額

と同様の９０％に見直すべきでないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 林 徹司 

12月10日(火) 

14：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 活力あるま

ちづくりについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内の商店並びに企業振興、企業誘致や起業支

援は新たなニーズに応えるとともに雇用の創出

となる。また、本市における農林業振興も大切な

事業である。そして駅周辺地域の活性化や一層の

観光誘客を促進するためにも駅周辺整備は重要

である。 

（１）亀岡市の玄関口でありトロッコ亀岡駅と通

ずるＪＲ馬堀駅の周辺整備について問う。 

  ①トロッコ亀岡駅への道や周辺地域につい

て、もっと分かりやすい案内板をＪＲ馬堀

駅前に設置してはどうか。 

  ②行楽シーズンに、ＪＲ馬堀駅からトロッコ

亀岡駅までの道中に、亀岡の四季を描いた

灯篭を置き、名所道にしてはどうか。 

  ③トロッコ亀岡駅からＪＲ亀岡駅までの桂

川右岸の馬車道周辺を開発し、徒歩や自転

市長 

所管部長 
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２ 安心に過ご

せるまちづくり

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 持続可能な

行政運営につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車でも楽しめるように有効利用できない

のか。 

（２）本市における農業振興について問う。 

①過去５年の農業者数の推移は。 

②直近の新規就農者数と認定農業者数の状

況は。 

③京都府が実施する新規就農支援事業につ

いて、適用の要件が厳しいため、要件に合

わない新規就農者について、本市独自で支

援制度を新たに設けてはどうか。 

（３）オープンイノベーションセンター・亀岡と

連携して新規起業された方はいるのか。ま

た、利用における現状はどうか。 

 

安全で、快適な生活を支えるまちづくりについ

て問う。 

（１）市内の歩道について、アスファルトかイン

ターロッキングブロックかの施工方法の違

いはどのように区分されているのか。 

（２）京都サンガＦ.Ｃ.の試合時に使われる保津

川水辺公園駐車場について、堤防の階段は手

すりもなく、ベビーカーを担いで昇降される

方もおられ、また、街灯もないため夜は暗く

急なため大変危険である。街灯と手すりを設

置してはどうか。  

（３）健康保険証の新規発行終了にあたり、資格

情報のお知らせや資格確認書が順次送られ

てくるが、それらの書類の取扱い自体が分か

らないとの声を聞く。分かりやすく周知・広

報・説明する必要があるのではないかと思う

が所見は。また、国民健康保険に限らず、そ

の他の健康保険であっても、書類の取扱いに

ついて相談に乗ることはできないのか。 

（４）単身高齢者の方がお亡くなりになった場

合、相続についての相談はどうしたらよいの

か。また、戸籍の広域交付の流れなどの案内

はあるのか。 

    

持続可能な行政運営について問う。 

（１）市営住宅の入居状況と今後の取組について

問う。 

 ①直近の入居申込みに対する抽選倍率は。 

 ②入居希望の需要がある中で、市民のニーズ

にどのような対応を考えているのか。 

（２）自治会は地域活動と市民協働においてもな

くてはならない組織であるが、中には会計的

な問題を抱え苦慮しているところもあると

聞く。現状をつかんでいるのか。また、相談

体制は。 

（３）来年度の本市新規採用職員の応募状況は。 

（４）現在、議論されている１０３万の壁につい

て、基礎控除を７５万円引き上げ、給与所得

控除と合わせて計１７８万円まで非課税と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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した場合、本市としての減収はどのようにな

るのか。 

 

 

 

 

11 竹内 博士 

12月10日(火) 

15：30～ 

 

※一問一答 

 

１ 人口動態と

移住定住につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ サンガ練習

場誘致について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 子どもファ

ースト事業につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 不登校対策

について 

 

本市では、令和３年度から３年連続で転入超過

の状態が続いている。本市へ移り住みたくなる施

策や、的確なシティプロモーションの効果もあ

り、令和３年は４８名、令和４年は１３８名、令

和５年は２４１名の転入超過となっている。一

方、各町の人口動態を調べると、ここ１０年間で

人口減少が著しいのが畑野町、東別院町、西別院

町、吉川町、薭田野町となっている。 

（１）これらの地域における大幅な人口減少の要

因と対策は。また、人口減少が著しい地域を

重点的に活性化させ、転入者を増やす必要が

あると考えるが所見は。 

（２）空き家バンクにおける、空き家の分布状況

や希望者のニーズの傾向についての課題は。 

（３）「移住促進住宅整備事業」について、市外

からの移住に限らず、市内間での空き家への

転居にも適用できないか。また、移住者の支

援活動を行う地元在住者への補助も考えら

れないか。 

 

本市では、亀岡のまちづくりや府中北部地域の

振興発展を目的として、京都サンガＦ．Ｃ．の練

習場を誘致するため、練習場候補地の提案を募集

している。 

（１）現在、サンガ練習場誘致に向けた候補地募

集が行われているが、問合わせなどの状況

は。 

（２）市民からも様々な反応があり、曽我部町の

京都先端科学大学周辺が、大学グラウンドと

の兼ね合いなども含めて利便性が高いので

はないか、との声も聞くが可能性は。 

 

昨年度から今年度にかけ、「子どもファースト

事業」を当初予算の柱に据えて事業を行ってき

た。 

（１）来年度も引き続き「子どもファースト事業」

を柱にして予算編成する方向性か。 

（２）令和６年３月議会において質問している

が、産前産後の女性の孤立化を懸念してい

る。切れ目のない支援を講じる必要から、何

らかの対策はあるか。 

（３）市役所を訪れた子連れの市民も多く目にす

る。子どもを連れての待ち時間や手続きなど

がつらそうに見受けられることから、宇治市

役所のようにエントランスに「来庁者の子ど

もの一時預かりスペース」を設ける考えは。 

 

本市では、不登校児童生徒支援システム構築事

業を導入し、校内別室教室「なごみ」を設置して、

不登校児童生徒支援に取り組んでいる。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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（１）導入から２年がたつ「なごみ」の現状と今

後の課題や展望は。 

（２）中学校は「なごみ」の横展開が期待できる

が、小学校の不登校児童の対応についての現

状と対策は。 

（３）不登校対策の一つに「学校作業療法士」が

注目を集めている。飛騨市の取組などを参考

に本市でも学校作業療法士を導入する考え

は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 小川 克己 

12月11日(水) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度は桂川市長３期目、そして第５次亀

岡市総合計画の折り返しの年であり、市制７０周

年の記念すべき年でもある。豊かな自然と文化を

守り市民や企業との協働で未来を開く考えにつ

いて問う。 

（１）第５次亀岡市総合計画の進捗状況をどのよ

うに捉えているのか。 

（２）亀岡市水と緑の基本計画の基本である緑地

の保全及び緑化の推進、次世代へつなげる自

然の保護と人材育成について問う。 

①広大な森林の管理保全を民間の企業と連

携し、「天然水の森事業」、「木の駅プロ

ジェクト」等を活用した取組を進めてはど

うか。 

②有害鳥獣から森や農業を守るため、猟友会

等に駆除を行っていただいているが、捕獲

して得た資源を有効活用するため、ジビエ

センター等を設置し民間企業に管理・運営

を委託する考えは。 

③良好な農地や安心な暮らしを守るため、ほ

場整備や河川整備等が進められる中、動植

物や昆虫、野鳥をはじめ、最近見なくなっ

たフナやザリガニ、ナマズ、ドジョウ等の

水生生物を守り、次世代へとつないでいか

なければならないと思うが所見は。 

（３）今後の観光戦略について問う。 

①トロッコ亀岡駅からＪＲ亀岡駅まで、列車

の乗り入れを要望する考えは。 

②トロッコ亀岡駅からＪＲ亀岡駅への動線

及びサンガスタジアム、城下町、亀岡市街

を周遊するコースを整備する考えは。 

③市制７０周年の節目を記念して、市民から

も要望がある航空自衛隊のブルーインパ

ルスの展示飛行を招致する考えは。 

④ももクロ春の一大事２０２４ｉｎ亀岡市

や京都・亀岡バルーンフェスティバル、亀

岡ジャズフェスティバル等が行われてき

た。亀岡市勢に追い風が吹く中、今後どの

ように、にぎわいを継続させていくのか。 

（４）子どもファースト宣言をされた本市である

が、いじめや不登校、ヤングケアラー等子ど

もに関係した課題がある。今後、基本計画を

見直す中で、課題を共有し、解決に向けて意

市長 
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２ ＪＲ千代川

駅について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ボールで遊

べる場所につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識を高めるため、子どもの権利の日を明記し

てはどうか。 

（５）突然現れた情報誌「犬と亀」。災害時にお

いて、本市が指定する避難施設・避難場所は

全てペットの同行が可能であるが、問題なく

運用できるのか。総合防災訓練でペットの同

行避難訓練を行い、災害時に備えて専門家等

と連携することを視野に入れ、災害協定や業

務協定をしてはどうか。 

 

亀岡市は、現在ＪＲ千代川駅において、東西を

結ぶＪＲ千代川駅東西自由通路の整備に向けて

ご尽力いただいており、早期の完成が待ち望まれ

る。 

（１）コロナ禍以降、減便されているＪＲ亀岡駅

以北の復便について、市として今後どのよう

に要望されていくのか。また、ＪＲ西日本に

対し要望を行うのはもちろんのこと、公共交

通の重要性についての意識と意義を市民と

事業者に示し、今後の亀岡市以北の地域発展

をともに進めるため、市民株主の募集や署

名、啓発活動を行う考えは。 

（２）ＪＲ千代川駅のトイレについては、要望活

動の成果により令和７年３月末までは使用

できることになったが、その後はどのように

考えているのか。 

（３）東西を結ぶ自由通路が完成すると跨線橋が

撤去されると聞く。雨が降ると屋根がないホ

ームでは、傘をさして列車を待つか跨線橋で

傘を閉じて待つかしかない。待っている間

に、特急列車等の通過もあり大変危険だ。Ｊ

Ｒ西日本はお客様の、亀岡市は市民の安全を

守らなければならないと思うが所見は。 

 

 京都スタジアムが存在する本市であるが、さら

に京都サンガＦ．Ｃ．の練習場を誘致するため、

～サンガタウンかめおか構想（仮称）～を打ち出

された。かめおかまるごとスタジアム構想が着実

に進んでいると感じられる。 

（１）練習場の候補地を募集し、どのようなスケ

ジュールで誘致・開場を行う予定か。 

（２）本市の子どもが球技等のスポーツに親し

み、将来それぞれの球技において活躍できる

ようになればと思う。 

①日没後も地域の社会体育でサッカーや野

球の練習ができるグラウンドを整備する

考えは。 

②千代川町明晴地区の遊水池が公園として

開放される予定だが、ボールは使えるの

か。 
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所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 大塚 建彦 

12月11日(水) 

１ 市制施行７

０周年記念事業

亀岡市は、農業・観光振興を中心に、京都市の

ベットタウン等として発展してきたが、桂川市長

市長 
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10：45～ 

 

※一問一答 

 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ワクチン接

種事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 保育所等の

入所基準につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就任後、充実した子育て施策をはじめ、環境先進

都市や先進的有機農業を目指す取組等は、国内だ

けではなく、世界からも注目されている。 

（１）市制７０周年記念事業として、各種団体等

が主催する「冠事業」の募集状況と採用した

事業の内容は。 

（２）市制７０周年記念に向けた事業「ボードゲ

ーム「かめおかみらいさんぽ」を、つくろう

よ」の内容は。 

（３）京都府立医科大学が所蔵する旧亀山城のし

ゃちほこ返還事業の進捗は。 

（４）令和８年度に実施する予定の全国都市緑化

フェアｉｎ京都丹波との連携をどのように

考えているのか。 

 

ワクチン接種は、感染症予防や重症化のリスク

を減らすために非常に効果的な方法であり、新型

コロナウイルス感染症やインフルエンザ等で効

果は実証されている。本市でも予防接種法に基づ

き、年齢や時期に合わせて、各種定期予防接種を

実施している。令和６年８月から新たに、おたふ

くかぜワクチンの接種事業が始まった。ワクチン

を接種することにより、発病の危険性が大幅に改

善されるが、以下のワクチン接種について問う。 

（１）５０歳以上の方を対象に、帯状疱疹ワクチ

ンの接種を実施してはどうか。 

（２）現在、子宮頸がんの予防として１２～１６

歳の女性を対象にＨＰＶワクチンの接種を

実施しているが、口腔がんや肛門がんに有効

であるため、男性も対象としてはどうか。 

（３）今年度から実施されている、おたふくかぜ

ワクチンの予防効果と接種状況は。 

 

子どもファースト事業の一環として、保育料は

第２子以降全て無料化されており、この施策は、

子育て世代に大変好評である。一方で、保育士不

足により、０歳児は保護者が希望する時期に入園

できないという事態が生じている。 

（１）０歳児の待機児童の現状は。 

（２）０歳児の入所判定基準は。 

（３）保育士補助員は、保育士として換算できる

のか。 

（４）奨学金返還支援施策による、保育士確保の

成果は。 

民間保育所でも保育士の確保は喫緊の課題で

あるが、総合的雇用サービス機関であるハローワ

ークが機能しておらず、保育士の募集は民間の転

職サイトに頼らざるを得ない現状であり、高額な

紹介料の支払いが民間保育所の経営状況に悪影

響を及ぼしている。 

（５）民間保育園の安定経営のため、民間の転職

サイト等で雇用契約が成立した場合、紹介料

の一部を行政が助成する等の支援はできな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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４ 城下町地区

の公衆トイレに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いか。 

 

令和８年度に開催予定の全国都市緑化フェア

ｉｎ京都丹波において、旧亀山城の城下町地区

は、花と緑で飾られた観光拠点として、多くの来

場者を迎えることになると想定されるが、現状の

公衆トイレで、十分な対応ができるとは考えられ

ない。 

（１）ＪＲ亀岡駅南から城下町周辺の公衆トイレ

について、設置場所や個数等を把握している

のか。 

（２）今後、公衆トイレを新設する予定はあるの

か。 

（３）図書館や亀岡市総合福祉センター等、公共

施設のトイレも観光客等に開放されるのか。 

（４）商店街の個人商店のトイレを有料で開放し

ていただいてはどうか。また、その収益は、

清掃作業の手間等を考慮し、非課税にしては

どうか。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 山木 裕也 

12月11日(水) 

13：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 全国都市緑

化フェアの開催

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 森林整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 買物弱者対

策支援について 

 

全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波の開催が令

和８年に決定し、全国から大変注目されている。

前回の京都府内での開催は、平成６年に緑いきい

きＫＹＯＴＯ‘９４と題し、平安建都１２００年

事業の一環として開催され２３６万人が訪れた。

このような日本最大級の緑化イベントで多くの

来場者を迎えるにあたり問う。 

（１）当イベントでの入込客数と世代別の参加者

数の予想は。 

（２）世代を超えて参加してもらえる仕掛けは。 

（３）わがまちの花づくり推進事業補助金を復活

させ自治会等に交付してはどうか。 

（４）「亀岡の名木」や「亀岡の名木（Ⅱ）」の

電子版を作成してはどうか。 

（５）２０１５年に作成したかめおか里山トレイ

ルを活用してバーティカルレースなどを開

催しては。 

 

本市は、周囲を山に囲まれた盆地地系で、面積

の約７割が山林であり、森林整備は亀岡の都市計

画には欠かせない事業である。 

（１）亀岡市森林整備計画に基づく森林整備の進

捗状況は。 

（２）市内の林業従事者数は。 

（３）プロセッサなどの高性能林業機械購入のた

めに「ものづくり産業経営安定化支援助成

金」などの補助金を交付する考えは。 

（４）林業施業のための林道の幅員基準は。 

（５）林道の幅員を広げる考えはあるのか。 

 

買物弱者は増加傾向にあり、農林水産政策研究

所が作成している「食料品アクセスマップ」によ

ると、２０１５年は８２４万人であった食料品ア

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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クセス困難人口の推計が、２０２０年には９０４

万人となっている。本市の所見を問う。 

（１）市内で買物を困難とされている方の推移

は。 

（２）地域主体型交通により買物などの移動を支

援されているが課題は。 

（３）移動スーパーの設備導入に助成する考え

は。 

（４）移動スーパーに燃料費等の運営経費を助成

してはどうか。 

（５）広報かめおかや、亀岡市公式ＬＩＮＥなど

で移動スーパーの販売情報を発信してはど

うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 三上 泉 

12月11日(水) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 水道料金負

担の公平性につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 給付金申請

亀岡の水道水は美味しいという満足感を聞く

と同時に、市民からは水道料金の負担感について

よく声を聞く。亀岡市の水道料金は他市町と比べ

て高い方ではないと説明するが、そのような実感

を持ってもらえないことが多い。とりわけ、独居

高齢者からは負担軽減の要望が多い。ちょうど、

１１月２６日から、上下水道事業に関するアンケ

ート調査が始まっている。 

（１）現在、亀岡市の上下水道料金は、京都府内

の各市町村と比べてどのような位置づけに

あるのか。 

（２）料金体系での比較だけでなく、市民の平均

収入との比較や物価高騰による家計支出増

加の影響、収入別の負担割合なども検証され

ているのか。あればお示しいただきたい。ま

た、なければ検証する必要があると考えるが

所見は。 

（３）料金体系は、すべての市民に対して、使用

した水量に対する負担の割合という点で公

平性があると言えるのか。 

（４）基本水量に使用量が達していない世帯数と

その割合は。 

（５）使っていない水の料金を払わなければいけ

ないとするならば、公平な受益者負担ではな

くなってしまう。なんらかの改善策が必要で

あると考えるが所見は。 

（６）基本料金における水量の見直し（例えば現

行２０㎥を１０㎥に下げて基本料金を下げ

る）、または、経済的困窮世帯への基本料金

の減免などの施策が必要だと考える。それぞ

れの担当所管が違うが、市長の方で検討でき

ないか。 

（７）今回行われるアンケートはホームページの

入力フォームからしかできないそうだが、ネ

ットを使えない高齢者など、負担軽減を求め

る市民の声が正しく反映されないのではな

いか。 

 

前回９月議会で、定額減税に係る亀岡市調整給

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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等の連絡・周知

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校図書館

の充実について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 子どもの権

利意識の醸成に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付金支給に対する申請について課題を提起した。

以前から、申請するのが困難な場合が多い高齢者

や病気療養者、障がい者等への支援制度につい

て、分かりやすい案内や、申請不要の自動給付な

ど手段がとれないかと求めてきたところである。 

（１）今年の定額減税に係る調整給付金支給につ

いて、最終的に対象となる方の申請の割合は

１００％となったのか。実態はどうであった

のか。 

（２）さらなる分かりやすい案内の再送などを求

めたが、実際になされたことは何か。 

（３）昨年１２月議会と今年３月議会に、共産党

議員団の大西陽春議員が、６５歳以上の人

で、介護保険の要介護認定を受け、所定の条

件を満たす場合の所得税等における障害者

控除の制度における対象者への個別案内に

ついて質問し、京丹後市とのあまりの違い

に、市長も「一度、我々も調査して、なぜ京

丹後市がそれだけ高いのかという話も含め

て、取り組んでまいりたい」と答弁したこと

が議事録に残っている。この件で調査・研究

は実施されたのか。 

（４）今後の申請を伴う給付金や税控除などの連

絡・周知について、より丁寧な対応が必要だ

と考えるが所見は。 

 

学校図書館の充実について度々この場でも求

めてきた。司書配置が０人であった時から、少し

ずつ増えて、現在は教育委員会が６名を任用して

全校に配置されているが、１週間に１日だけその

学校に行く形となっている。また、学校図書のデ

ータベース化も必要性を認めつつも進んではい

ない。 

（１）司書配置の現状は京都府内各市町村と比べ

てどのような状況であるのか。 

（２）学校図書のデータベース化の未実施の学校

について、これを段階的に実施していくつも

りはあるのか。 

（３）学校図書館のネット環境の整備が不十分で

ある。直ちに改善すべきだが所見は。 

 

１１月２０日は、子どもの権利の日であった。

広報かめおかの子育て情報カレンダーには、その

日が子どもの権利の日であることは掲載されて

いたが、具体的に子どもの権利を守り育んでいく

ための具体的な提案や呼びかけは掲載されてい

なかった。 

（１）こども未来部所管で、子どもの権利の日に

具体的なアクションはなされたのか。 

（２）教育部所管で、子どもの権利の日に具体的

なアクションはなされたのか。 

（３）以前作成された子どもの権利に関する児童

生徒用のパンフレットを活用した取組はこ

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

教育長 
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れまでにどの程度されているのか。 

 

16 山本 由美子 

12月11日(水) 

14：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 防災・減災

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 認知症施策

の充実について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ヒアリング

フレイルについ

て 

 

 

政府の中央防災会議は本年６月、災害対応の基

礎となる防災基本計画を修正した。令和６年能登

半島地震で高齢者などの要配慮者が数多く被災

したことを踏まえ、災害応急対策に「福祉的な支

援」の必要性が明記され、その対応が求められて

いる。 

（１）避難所の環境整備におけるＴＫＢ（トイ

レ・キッチン・ベッド）などについて現状と

今後に向けての考え方は。 

（２）福祉的な支援として、必要と考える取組は。 

（３）防災担当の女性職員の配置状況は。 

（４）女性の視点（多様な声）を取り入れるため

にどのような取組を行っているのか。 

（５）家具転倒防止器具を自力で取り付けること

が困難な高齢者などを対象に、取り付け費用

の助成制度を創設する考えは。 

（６）車中避難者への支援の在り方についての考

えは。 

（７）デジタルキーボックスなどの設置について

の考えは。 

 

国内の認知症の高齢者数は、６５歳以上の人口

がピークを迎える２０４０年には、約５８４万

人、軽度認知障害（ＭＣＩ）高齢者数が約６１３

万人に上ることが推計される中、誰もが認知症に

なり得るという認識のもと、共生社会の実現を加

速することが重要と考える。 

（１）認知症とともに希望を持って生きるという

「新しい認知症観」の普及啓発の取組は。 

（２）認知症に関する知識や認知症の人に関する

理解を深めるため、認知症サポーター養成講

座のさらなる展開や「新しい認知症観」を定

着させる啓発資料の作成など、取組を強化す

べきと考えるが現状と今後の取組は。 

（３）認知症の人の尊厳ある暮らしを守るケア技

法である「ユマニチュード」の普及に取り組

む考えは。 

（４）地域における認知症ピアサポート環境の整

備が重要と考えるが見解は。 

（５）認知症の本人が望んでいること（やりたい

ことなど）を安心してスムーズにできるため

に「希望をかなえるヘルプカード」の利用や

普及を推進すべきと考えるが見解は。 

（６）認知症による行方不明者対策の現状と課題

は。 

 

 ヒアリングフレイルとは、聴覚機能の衰えのこ

とである。聴覚の機能が低下することによって生

じるコミュニケーションの問題や、ＱＯＬの低下

などを含めた、身体の衰え（フレイル）の一つで

あり、早期発見が重要である。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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（１）ヒアリングフレイルの早期発見への取組状

況は。 

（２）「みんなの聴脳力チェック」という無料の

アプリを活用し、ヒアリングフレイルをスク

リーニングする仕組みの導入について見解

は。 

（３）ヒアリングフレイルの啓発について現状と

今後の取組は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 小林 仁 

12月11日(水) 

15：30～ 

 

※一問一答 

 

１ 西部地域の

救急体制整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 育親学園新

校舎建築につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 育親学園の

通学について 

本市西部地域は、他の地域に比べて、救急車が

到着するまでに、時間がかかる状況にある。この

ため、かねてから、地域住民の命や健康を守るた

めに、消防救急拠点を西部地域に設置してほしい

と要望してきた。そうした中で、このたび、京都

中部広域消防組合で、新たに、日勤救急隊を創設

する計画があると伺ったので、これに関連して質

問する。 

（１）日勤救急隊とはどのようなものか。 

（２）日勤救急隊の必要性について、組合ではど

のような検討をされたのか。 

（３）日勤救急隊の配置場所は。西部地域に配置

すべきと考えるが所見は。 

（４）日勤救急隊の創設に必要となる経費の額

は。 

（５）日勤救急隊の創設スケジュールは。 

 

育親学園新校舎完成は令和８年３月の予定が、

入札不調により完成が延期になるとの報告を受

けた。児童・生徒・保護者・地域住民の期待が大

きかっただけに落胆が大きいが、延期になる事実

を納得して受け入れて最善の方向性を見出さな

ければならないと考える。これまでの経緯、関係

者への説明に対する意見、今後の対策と方向性に

ついて問う。 

（１）入札不調の原因は何か。 

（２）令和８年３月新校舎完成にむけての入札公

告日が適切であったか。 

（３）予定価格と入札価格の差が非常に大きいと

聞いているが、解析はできているのか。 

（４）原材料費の高騰、大阪・関西万博工事の労

働者不足、建設業における働き方改革（４週

８休など）は考慮していたか。 

（５）保護者・地域への説明が、入札不調となっ

た時点から２か月ほど遅れているが、その理

由は。 

（６）入札不調による遅延の説明において理解と

納得は得られているか。 

（７）今後の対策についての所見は。 

（８）建設工事の延期に伴い、自校給食も延期と

なるのか、また、他の影響は。 

 

 小学校区と中学校区が一つになった育親学園

の通学方法は学校規模適正化地域別推進協議会

市長 

副市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 
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４ 有機米プロ

ジェクトについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

で策定され、一定のルールの下に運用されてい

る。このなか、徒歩通学について地域の保護者・

自治会からスクールバスやふるさとバスの利用

を求める要望がある。通学の安全と児童育成の観

点から、関係者が納得する施策について問う。 

（１）徒歩通学からスクールバス利用を要望する

要因を把握しているか。 

（２）徒歩通学の安全面は確保できているのか。 

（３）交通安全教育は十分にされているのか。 

（４）いずれの通学方法にもメリット・デメリッ

トがある。デメリットを排除しつつ、すべて

の児童に平等な機会を与える必要があると

考えるが所見は。 

（５）亀岡市通学路等交通安全プログラムが策定

されているが、新しい通学路の点検は実施し

ているか。また、徒歩通学とバス通学両方の

メリットがあり、地域に合った通学方法につ

いて関係機関と懇談する考えは。 

（６）かめおか児童クラブを利用する児童は専用

のバスで児童クラブの施設へ移動している。

このバスが１台に限られているため育親学

園内で長時間、待機する児童がいるという

が、対策は。 

 

 令和５年度より有機米プロジェクトを実施し

ているが、生産方法が確立されていない現状にお

いて、今後の取組について問う。 

（１）令和６年度の収穫予想と、実績は。 

（２）有機米生産の事例紹介や有機ＪＡＳ講習会

はあるが、実際にやってみて失敗するケース

が多く、農家個人が手探りで完成させるには

無理がある。的確な指導が行える機関が必要

と考えるが所見は。 

 

所管部署 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部署 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 大石 慶明 

12月12日(木) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 学力向上へ

の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもファースト宣言」を行い、京都府内ナ

ンバーワンの子どもと子育てを応援するととも

に、学びを応援し子どもが夢を持ち成長できるま

ちづくりに取り組まれているところであるが、そ

れに併せて子どもの学力向上にも力を注ぐ必要

があると考えている。 

（１）子どもたちに求められる学力とは。 

（２）本市中学校における学力の状況について問

う。 

①教科別の状況は。 

②全国及び京都府と比較しての状況は。 

（３）本市小学校における学力の状況について問

う。 

①教科別の状況は。 

②全国及び京都府と比較しての状況は。 

（４）本市における学力の推移は。 

（５）学力向上に向けての課題及び今後の取組策

は。 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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２ 学校改修・

安全対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 公園の維持

管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ サンガタウ

ン構想（仮称）

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの学び舎である学校施設は、子どもたち

にとって居心地の良い環境づくり、安全の確保に

努める必要がある。 

（１）令和３年度策定の学校施設長寿命化計画に

基づき、改修工事が取り組まれていると考え

るが、計画に対しての実施状況は。 

（２）トイレの改修について取組状況は。 

（３）体育館の空調設備の設置について取り組ん

でいくと令和６年９月議会で答弁されたが、

現在の取組状況は。 

（４）薭田野小学校において、体育館との渡り廊

下に雨漏りがあると聞いているが改修予定

は。 

（５）学校安全対策協力員及び安全対策について

問う。 

①協力員の人数確保はできているのか。 

②協力員の中には女性、高齢者等がおられる

と聞いているが、この人たちの安全対策

は。 

③本市において不審者等の侵入事例は発生

しているのか。 

④不審者等の侵入時における対応訓練等は

実施しているのか。また、実施の周期は。 

 

公園は人々のレクリエーションの空間、良好な

都市景観の形成、豊かな地域づくりに資する場所

であり、大切な場所と考える。 

（１）本市における都市基幹公園及び住区基幹公

園の種類及び数量は。 

（２）住区基幹公園の維持・管理方法及び管理責

任は。 

（３）本市が管理している公園の環境整備・安全

点検等の取組状況は。 

（４）薭田野小学校付近、国道３７２号と市道吉

川薭田野線に挟まれた、菰川左岸堤防にある

公園施設の管理責任はどこか。 

 

プロサッカーチーム京都サンガＦ．Ｃ．が厳し

い試合を戦い抜き、一部リーグに残留できる見込

みがたったことは喜ばしいことであり、その練習

場等を本市に誘致することは地域の発展に大い

に貢献すると考え、期待しているところである。 

（１）サンガタウンかめおか構想（仮称）の基本

理念は。 

（２）誘致による効果をどのように考えているの

か。  

（３）各地域に対して練習場の候補地を募集して

いるが各地域の応募状況は。 

（４）誘致に伴う課題及び対処方法は。 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 福井 英昭 

12月12日(木) 

10：45～ 

１ サンガスタ

ジアムについて 

 

サンガスタジアムｂｙＫＹＯＣＥＲＡ（京都府

の球技専用スタジアム）の誘致成功に私たちは大

歓迎をしたが、その一方で問題点について指摘

市長 

所管部長 

 



 

24 

 

 

※一問一答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公共交通政

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 野橋立と治

水とＳＬについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し、反対する声も多かった経過がある。今や、京

都サンガＦ．Ｃ．もＪ１に定着しつつあり、亀岡

市にとってこれだけでも「計り知れない効果」が

もたらされていると考えているが、この間のスタ

ジアム効果と建設に至る間に唱えられた「問題

点」の検証をしてみたいと考える。 

（１）希少生物（アユモドキ）への影響は。 

（２）桂川の治水への影響は。 

（３）市内渋滞問題への影響は。 

（４）駐車場問題への影響は。 

（５）鉄道輸送への影響は。 

（６）帰宅時の滞留場所の整備は。 

（７）「六価クロム」は出たのか。 

（８）「１年間で２０回しか使用しない無駄なス

タジアム」と言い切った方々がいたが、実際

はどうか。 

（９）「借金を次代へツケ回しすること」になっ

たのか。 

（１０）総じて亀岡市へどのくらいの経済効果を

もたらしたのか。 

（１１）総じて亀岡市のまちづくりについての影

響は。 

 

全国的な人手不足の中、公共交通機関であるバ

スやタクシーの運転手も不足の極致を迎えてい

る。公共交通は、まちの骨組みそのものとの質問

は何度も行ってきたが、劇的な変化はみられてい

ないように思う。むしろ、公共交通を取り巻く環

境自体が激変してしまったように思う。 

（１）亀岡市地域公共交通会議の決定は、道路運

送法等で守られているが、この決定が全てに

なってしまってよいのか。 

（２）亀岡市地域公共交通会議の出す結論では、

環境の激変に対応できていないのではない

か。また、それはなぜか理解しているのか。 

（３）一度、広く市民の意見を聞いてみてはどう

かと考えるが見解は。 

（４）公共交通の新しい挑戦や実証実験など、今

でこそ実施するべき施策が予算付けも含め

てできていないのではないか。 

 

保津橋下流から請田口まで桂川の第１期の改

修が概成し、霞堤も一部かさ上げされ、一定の保

水、治水能力を発揮している。年谷川沿いには、

前栗山市長肝煎りの野橋立の松も植わっており、

その姿も目立つようになってきた。そこには保津

川下りがあり、馬車が通り、スタジアムがあり、

美しい「亀岡山脈」を背景に新旧の景観が、まさ

に環境先進都市としてマッチしていると思って

いる。 

（１）治水の象徴でもある、堤防上に線路を敷 

き、梅小路の京都鉄道博物館のＳＬ（蒸気機

関車）を走らせてみるのが私の夢だが所見

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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は。 

（２）環境先進都市を目指す本市で、石炭を燃料

とする蒸気機関車を走らせることはナンセ

ンスだと思うか。 

 

 

 

 

 

 

20 梅本 靖博 

12月12日(木) 

13：00～ 

 

※一問一答 

 

1 公益通報制

度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 森林環境譲

与税と鳥獣対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 雨水排水事

業について 

 

 

 

 

公益通報制度について問う。 

（１）公益通報の受付体制について問う。 

①公益通報を受け付ける窓口や担当部署が

適切に設置され、市民からの通報も受け入

れられる体制は整備されているのか。 

②公益通報の受付件数やその内容に関する

統計データはあるのか。 

（２）公益通報者の保護について、公益通報者が

不利益な扱いを受けないように具体的な措

置や保護対策を講じているのか。 

（３）公益通報後の調査と対応プロセスについ

て、公益通報を受理した後の手順、調査や対

応の進め方や責任部門は整備されているの

か。 

（４）制度の改善や運用状況の評価について、公

益通報制度の運用について、定期的な評価や

改善を計画的に実施し、市民や職員からのフ

ィードバックを基に制度を改善する考えは

あるのか。 

（５）公益通報制度について、市職員や市民に対

する啓発活動や公益通報の仕組みや重要性

の理解を深めるための資料・ガイドラインや

パンフレットはあるのか。 

 

森林環境譲与税を活用した森林再生による「共

生の生息環境」の整備と鳥獣被害対策について問

う。 

（１）本市の現在の鳥獣被害対策の取組について

の考えは。 

（２）これからの物理的な鳥獣被害対策について

の考えは。 

（３）森林整備による鳥獣被害対策の効果につい

ての考えは。 

（４）森林環境譲与税の目的の一つである「森林

整備」を鳥獣被害の多い地域から実施するこ

とで「森林整備・普及啓発」ができる。その

一方で「農作物の被害軽減」を効果的に引き

出す長期的目線に立った計画を実施すれば

アウトプットは鳥獣被害対策につながると

考えるが、猟友会と協力を合わせた複合的な

対策は。 

 

浸水被害対策について問う。 

（１）市道馬堀駅国道線の池田歯科医院前交差点

の浸水被害対策の現状を把握しているのか。 

（２）工事の範囲や対象エリアにおいて雨水排水

工事(浸水被害対策)の必要性は共有されて

いるのか。 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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所管部長 
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４ 市道馬堀停

車場篠線につい

て 

 

 

 

 

 

（３）まちづくり推進部もこの周辺の道路側浸水

対策を実施したとの報告も受けている。この

ときの確認記録では「必要であればやらなく

てはいけない箇所」としてピックアップして

いるか。 

（４）現在の下水道事業計画等の進捗について、

市道馬堀駅国道線の池田歯科医院前交差点

の改良工事と合わせて、どのように今後の雨

水排水工事(浸水被害対策)を考えているの

か。 

 

国道９号と接続すれば周辺地域の発展に大き

く影響する市道馬堀停車場篠線整備の進捗と課

題について問う 

（１）現在進行中の街路事業市道馬堀停車場篠線

の進捗状況は。 

（２）工期に遅れが生じる原因は何か。 

（３）用地買収による代替え地の対応は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

21 松山 雅行 

12月12日(木) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ ＪＲ千代川

駅整備について 

 

 

 

 

 

 

２ ２０２５年

大阪・関西万博

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ サンガタウ

ン構想（仮称）

について 

 

 

 

 

令和６年９月議会において、ＪＲ千代川駅東西

自由通路の整備を計画的に推進するため、債務負

担行為が設定された。現在の進捗について問う。 

（１）本年１０月２３日にＪＲ西日本京滋支社に

緊急要望がなされたが、要望内容は。 

（２）自由通路整備の進捗と今後のスケジュール

は。 

 

本市では、万博を通じて「いのち」「ＳＤＧｓ」

「国際理解」「未来社会」を考え、体感し体験で

きるための準備を鋭意進めており、経済的な格差

が体験の格差とならないよう市立小・中・義務教

育学校の全ての児童生徒に校外活動として機会

を提供する。 

（１）現地までの移動手段をどのように考えてい

るのか。 

（２）パビリオン見学や動線確保の検討状況は。 

（３）熱中症対策等、実施時期をどのように設定

するのか。 

（４）アレルギー対策も含めた昼食の方法と場所

は。 

（５）自主的に学びを深めるための事前事後学習

はどう考えているのか。 

（６）万博終了後に会場で使用された資材や備品

を譲渡される事が想定されるが、本市で有効

活用できるものは受け入れてはどうか。 

 

サンガスタジアムｂｙＫＹＯＣＥＲＡが２０

２０年１月１１日に竣工し、本市においてもスタ

ジアムを核としたまちづくりがハード、ソフト両

面で進められている。今回、サンガタウンかめお

か構想（仮称）として、本市と亀岡商工会議所が

練習場候補地の提案の募集を開始された。本市に

誘致された際の事業効果は多分にある。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ ごみ処理の

在り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）整備施設はどのようなものか。 

（２）誘致成功後に想定される事業効果は。 

（３）候補地の用地取得を行政が行い、民間企業

に貸与する手法も選択肢に入るのか。 

（４）募集から検討結果までの今後の流れは。 

 

近年、本市内の地域の集積所でごみの持ち去り

事案があると聞く。ごみ持ち去り禁止のパネルを

設置するなど各地域で工夫等をされているが、ご

みの減量や分別意識に影響が出ないようにする

ため、本市においての関係法令の整理と対策につ

いて問う。 

（１）ごみの持ち去り事案の認知状況は。 

（２）（１）の事案発生時の民法上の取扱いはど

うか。 

（３）市民が集積所に出された廃棄物（一般、資

源）の所有権者は。 

（４）条例等でルールの整理と持ち去り規制を行

う考えは。 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


